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研究成果の概要（和文）：本研究は、研究者らが開発したNICUからの継続育児支援プログラムをもとに、現場の
課題について、NICU看護師およびICU看護師との協働によるアクションリサーチによって検討し、プログラム改
善のための評価を行った。NICUでは座談会による問題意識の共有および事例提示により、看護師の育児支援に対
する意識が変化し、他部署への参画に繋がった。ICUでは経験年数の高い看護師を交えるなど病棟文化に合わせ
た取組みによって、継続的育児支援に対する意識が高まり、ケアの変化に繋がることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to implement and evaluate the continuous support 
care program for infants in the NICU which researchers developed using action research with 
cooperation with NICU nurses and ICU nurses. NICU nurses’ recognition for child care support 
changed by sharing the problem through discussion and showing cases, and they intended to 
participate in other sections. ICU nurses increased awareness for a continuous support care program 
for infants through an action to ward culture in which experience-rich nurses participated. It was 
suggested that nursing care changed through the awareness of these nurses.

研究分野：医歯薬学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
NICU（新生児集中治療室）入院を要する新
生児が増加し、NICU 病床確保が不十分な現状
においては、児の状態が安定すれば速やかに
転棟・退院となる場合が多く、親へのケアや
育児指導が不十分なまま小児病棟に転棟あ
るいは退院せざるを得ない。小児病棟に転棟
する児の親は、環境や処置、病棟看護師に対
する不安等があり、転棟直後の継続した支援
を求めている(前林ら 2008)。また、母親は転
棟とともに子どもの世話を求められること
に戸惑い、小児病棟看護師の考える親役割と
のギャップの大きさがストレスになってい
る(西田 2006）。他方、NICU 看護職において
も、他科や他職種との連携において意識の違
いがあり(工藤ら 2005)、ケアの調整が課題と
なっている。 
そこで、研究代表者らは、NICU からの転棟･
退院においても家族がエンパワーメントさ
れるよう継続的に育児支援が得られること
が重要と考え、平成 22 年度から科研費基盤
研究 (C)『NICU からの転棟･退院におけるハ
イリスク児の継続的育児支援ケアプログラ
ムの開発』に取り組んだ。 
 これまで、研究代表者らは、NICU 退院児の
育児支援における長期的観点から、低出生体
重児の保育園生活における養育問題と看護
職による支援について明らかにし、さらに、
転棟後の継続看護の観点から、NICU と小児病
棟との連携について調査し検討を重ねてき
た。これらの検討結果を踏まえ、全国の周産
期母子医療センター看護管理者を対象に、
NICU からの転棟・退院に伴う継続看護におけ
る連携の実際と看護職の意識について明ら
かにすることを目的に調査を実施し（廣瀬ら、
2013）、育児支援プログラム案を作成した。
これは NICU から小児病棟・ICU・外来・地域
の各部署との継続看護の連携の実態を反映
しており、具体的で個別のケースに適用可能
な実践的プログラムである。このプログラム
をスタッフチームとパートナーシップのも
とに実践し、アクションリサーチにより実践
課題の解決を図ることで、ケアに携わる看護
師を支援し、プログラムの評価・改善により
看護ケアの質の向上に繋がるのではないか
と考えた。 
看護におけるアクションリサーチの手法
は、臨床現場において、実践的な知識の創出
と現場に変化をもたらすことを目的として
おり（筒井,2010）、その具体的な手法は、
既存のプログラムを介入として実施し効果
を測定するという従来の研究方法とは異な
り、現場の看護師と課題を共有し、その解決
への方略を共に考えて実践するというアク
ションにより現場に変化をもたらす。本研究
の実施にあたっては、研究者がフィールドと
している本学附属病院において、関連部署の
看護師と協働しアクションリサーチを展開
するため、課題解決のプロセスから現場のス
タッフの学びを深め、エンパワーする効果も

期待できる。 
 
２．研究の目的 
本研究は、NICU からの継続的育児支援のた
めの NICU および関連部署における看護ケア
の質を高めるためのプログラムを検討する
ことである。 
具体的には、研究代表者らが実施した、全
国の周産期母子医療センターにおける NICU
からの転棟・退院に伴う継続看護の実態調査
（廣瀬ら、2013）から得られた継続的育児支
援プログラムをもとに、ハイリスク児の継続
ケアの困難な現状・課題について、臨床看護
師と研究者との協働によるアクションリサ
ーチを用いて現場の課題の改善を図るとと
もに、プログラム改善のための評価を行うこ
とである。 
 
３．研究の方法 
(1) アクションリサーチの計画 
フィールドである本学附属病院 NICU と関
連部署の現場で生じている課題について、各
部署からの情報を得た。その後、研究フィー
ルドの管理者（看護部長）に申し入れ承諾を
得ると共に、研究グループ（研究者と研究協
力者）として、研究計画書を実践現場とすり
合わせたものに修正し、本学の研究倫理審査
会にかけ、承認が得られた。 
①研究参加者 
アクションリサーチ協力者（研究協力者）
とリサーチグループメンバーから成る。アク
ションリサーチ協力者は、研究者と協働して
アクションを実施し、アクションリサーチを
推進する者で、研究の趣旨を説明し同意が得
られた NICU、ICU、小児科病棟、小児科外来
の 4部署に勤務する看護師で、各部署 2名の
合計 8名である。アクションリサーチ協力者
には、アクションをおこし、記録を分析し、
実施の中心者となってもらった。リサーチグ
ループメンバーは、アクションリサーチ協力
者と共にアクションリサーチに参加するメ
ンバーであり、NICU、ICU、小児科病棟、小
児科外来の何れかの部署に勤務する看護師
で、研究の趣旨を説明し同意が得られた者と
した。 
②アクションの内容 
・部署別課題の検討：NICU からの継続的な育
児支援上の課題について話合った。 
・各課題に対する部署別アクションリサーチ
の実施：アクションリサーチ協力者を中心に、
勉強会の企画、計画立案、実施した。 
・部署別アクションの結果について、アクシ
ョンリサーチ協力者と研究者とで、定期的に
（ほぼ 1か月に 1回のペースで）分析を実施
した。 
 
(2)アクションリサーチの展開 
平成 26 年には研究グループとして、研究
計画書を実践現場とすり合わせたものに修
正し、平成 27 年 3月より、NICU・ICU・小児



病棟の 3 部署ごとにアクションを展開した。
計画当初に予定した小児科外来は、アクショ
ンリサーチ協力者として承諾した看護師の
部署移動により、研究フィールドから外れ、
上記の 3部署となった。 
①研究参加者 
平成 27 年 7 月に研究推進者の部署移動で
メンバーが一部入れ替わり、また 10 月には
小児病棟でのアクションリサーチの継続が
困難となり、11 月以降は NICU と ICU の 2 部
署での実施となった。リサーチグループメン
バーとして、NICU に勤務する看護師 20 名、
ICUで勤務する看護師12名より研究の同意が
得られた。 
②グループ活動 
平成 26年度の検討により修正された、NICU
からの転棟・退院に伴う継続的育児支援プロ
グラムをメンバー間で共有するために、各部
署のアクションリサーチ協力者がそれぞれ
の部署において、座談会や病棟カンファレン
スを実施した。同時に、事例検討や継続的な
育児支援に関する看護師の考えを自由記述
やインタビューより取集した。平成 27 年 3
月より、研究者と各部署のアクションリサー
チ協力者によるアクションリサーチ会議を
定期的に実施し、平成 28年 2月までに 10 回
開催した。 
③データ収集および分析方法 
各部署のアクションリサーチ協力者がグ
ループ活動の参加観察、インタビュー・カン
ファレンス等の意見交換について逐語禄を
作成した。アクションリサーチ協力者と研究
者全員で、その逐語禄から継続的育児支援に
関するデータを抽出・分析し、結果をまとめ
た。 
 
４．研究成果 
 NICUおよびICUにおけるアクションの結果
は以下の通りである。 
(1)NICU におけるアクションリサーチ 
NICU においては、部署間連携について看護
師の意識に違いがあり、育児支援が継続的な
退院支援に繫がるかが課題となっている。そ
こで、NICU からの転棟・退院においても家族
がエンパワーメントされるように継続的に
支援が得られることが重要と考え、臨床看護
師と研究者との共同によるアクションリサ
ーチを用いて現場の課題の改善を図ること
が、看護ケアの質の向上に繋がるのではない
かと考えた。育児支援について共に考え検討
するというアクションによって、看護師の意
識やケアに起こる変化を明らかにすること
に取組んだ。アクションへの導入として、
NICU に入室し母子分離を体験している乳幼
児期のきょうだい児への看護実践の現状に
ついて情報提供を行った。 
・NICU のアクションリサーチ協力者を中心に
看護師 20 名（リサーチグループメンバー）
で育児支援について座談会を行い、現状と課
題を把握し今後の方向性を検討した。座談会

は支援について語り合い今後の方向性を検
討する場とし、事前にメンバーに開催を提示
し、自由参加とした。 
・参加観察より得られたデータを逐語録化し、
継続的育児支援に対する意識、支援内容に関
するデータを抽出し分析した。 
・その結果、 
①課題の抽出：育児支援の評価困難、看護師
個々の経験差、部署連携の難しさ、関連部署
との共通ツールがなく部署間連携が取りに
くいことが明らかとなった。 
②パンフレット内容の検討：NICU には NICU
の経験しかない看護師が多く、退院後の生活
がイメージできない、家族への情報提供の範
囲がわからないという意見が出された。特に、
経験の浅い参加者からはパンフレットを用
いても育児支援を行う自信がないという意
見があり、2 回の座談会を踏まえ、パンフレ
ット作成以前に退院後の生活をイメージで
きるようにする必要があると考え、事例を示
し検討することになった。 
③事例提示：小児科外来での臨床経験のある
看護師による、NICU を退院した子どもと家族
の様子についての事例を通して、メンバーは
入院中の支援内容が退院後の生活に影響し
ていることを知った。同時に、メンバーより
関連部署からの情報提供を求める意見があ
がった。 
④育児支援の評価方法の検討：週 1回行われ
るカンファレンスで外来看護師に退院後の
様子についての情報提供を依頼する、外来看
護に携わり受診時の子どもと家族の様子か
ら評価する、ハイリスクな子どもと家族に関
する小児科・産科・精神科外来間で行ってい
るカンファレンスに参加するという意見が
あった。メンバーは、これらの意見には積極
的に同意するものの、実際に組織を超えて計
画することや具体的に行動を起こすとはな
く、「状況が整えば」「機会があれば」という
受身的な姿勢が感じられた。 
⑤管理者へのアクション：アクションリサー
チ協力者は、メンバーにやる気はあるものの、
組織を超えた働きかけがわからず、対応の難
しさを感じていた。そのためこれ以上の進展
は望めないと感じ、病棟管理者を巻き込んで
次の段階を見出すことを考え、師長にこれま
での経過を話した。以前から問題意識を持ち、
育児支援の評価を行いたいと考えている看
護師の情報を受け、アクションリサーチ協力
者と管理者と協同で、小児科外来への参画に
ついて計画・調整に踏み切ることになった。 
・まとめ 
メンバーの育児支援に対する意識が変化し
たきっかけは、支援が個々によって異なる、
伝承が多い、ケアの振り返りが出来ないとい
った現状が座談会で言語化され、問題意識が
共有されたことにある。更に事例提示を通し、
入院中の育児支援が退院後の育児に影響す
ると気づいたことが、支援内容の評価と退院
後の家族と子どもの生活を知るための外来



参画という意識の変化に繋がったと考えら
れる。 
 
(2) ICU におけるアクションリサーチ 
NICU に入院を要する新生児のうち手術が
必要となる循環器疾患の子どもは、術後管理
のために殆どが ICU に入室する。そのような
子どもへの看護の場は、NICU、ICU、小児病
棟、外来と多岐に渡り、医療者の子どもや家
族への対応の違いに親が戸惑うという声が
上がっていた。そこで治療中心の場である
ICUでもNICUからの継続的な育児支援がなさ
れるよう、ケアのあり方を再検討することが
必要であると考えた。ICU においては、NICU
からの継続的な育児支援を実施するため、支
援について共に考え検討するというアクシ
ョンによって、ICU で実現可能な方法を見出
すことを目的とした。 
・ICU のアクションリサーチ協力者が看護師
12 名（リサーチグループメンバー）に、ICU
での継続的な育児支援を説明した後、①ICU
での継続的育児支援に関する看護師の考え
を自由記載・インタビューで収集し、②経験
年数別の意見交換を実施した。さらに③「ICU
に入室経験のある患児の家族の思いやICU看
護師に対する声」に関する事例を提示し、「要
望メモ」の提案と検討後、④「メッセージカ
ード」の作成というアクションを実施した。 
・データ分析方法は、インタビュー・病棟カ
ンファレンス等の意見交換について逐語録
を作成した。その逐語録と自由記載用紙から、
ICU における育児支援への意識・ケアの介入
方法とスタッフの考え方に関するデータを
抽出し、実現可能な方法を見出した。 
・その結果、 
①経験年数別のディスカッション 
アクションリサーチ協力者は、メンバーから
の継続的育児支援に対する消極的な意見に
ついて、ICU の特性上、治療優先の場という
意識が根強く、看護師間で育児支援について
考える機会が少ない現状にあり、意見が出し
難いと考え、看護経験年数別に意見を募った。
その結果、経験 3年目の看護師から「家族と
の関わりで困っている」との経験が語られた。
一方、経験年数の高い看護師からは、自身の
家族の入院経験から「声掛けしない看護師は、
患者を看てくれていないように感じた」との
体験が語られ「術前の家族の心理状態を考え
て、親から ICU へ要望を伝えるメモを渡して
もらうのはどうか」との発案があった。これ
らから、看護師それぞれに「家族と関わりた
い」との思いがあることや、経験年数の高い
看護師の提案から取組みの糸口が見えた。そ
こで、次のアクションとして、病棟カンファ
レンスで事例を提示し、看護実践上の思いや
問題を共有したうえで「要望メモ」を提案す
ることにした。 
②事例の提示と「要望メモ」の提案 
ICU の患児の転棟先である NICU 看護師（メン
バー）より事例を提示してもらい、「ICU に

入室経験のある子どもの家族の思いやICU看
護師に対する声」について病棟カンファレン
スで共有し、「要望メモ」案を提示した。こ
の時、ICU 看護師より「要望メモは、家族が
強制的に感じてしまうので、家族が伝えたい
ことをメモにして渡してもらう方法はどう
か」という意見があった。これを基に家族の
育児に対する思いを ICU 看護師に伝える「メ
ッセージカード」へと発想を転換し、病棟カ
ンファレンスで提示することにした。 
③「メッセージカード」への取組み 
「メッセージカード」を病棟カンファレンス
で提案した結果、看護師の反応はこれまでと
異なり、反論や否定的な意見がみられなかっ
た。メッセージカードは、家族の育児に対す
る思いを看護師に伝えるだけでなく、看護師
が家族とともに子どもの回復を願う看護に
つなげる媒体になるとも考えた。そのため、
有志でメッセージカードの作成や提示方法
等の具体案を検討するまでに至った。このよ
うな検討を通して、3 年目看護師が積極的に
家族と関わる場面もみられ、看護師間で育児
支援に向けた話題が増えるという副次的効
果もみられはじめた。 
・まとめ 
ICU で育児支援に消極的であったメンバーを
メッセージカードの作成に至らせたのは、経
験年数の高い看護師を交えて事例を元に看
護を振り返ったことが、看護師の意識に影響
を与え、変化に至ったと考えられる。このよ
うなICU看護師の文化に合わせた取組みによ
って、継続的な育児支援に対する意識が高ま
り、ケアの変化に繋がるのではないかと考え
られる。 
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